
コロナ禍における地域活動



大学と地域が連携した自治会向けコロナ対策講習
"本学感染症センター長による、自治会向けコロナ対策指導



コロナ禍の健康教室

・コロナが収束しても、独居高齢者の参加を促進するためにも継続したい
・大学と自治会・地域福祉推進委員会との連携が必要
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・健康教室のオンライン化に対する参加者の評価は現在検証中

コロナ禍の健康教室



■コロナ禍における今井町のまちづくり

・独居高齢者の見守りなど、これまで問題とされつつ、対策を先送り
　にされてきた傾向のある課題について、取り組む契機になった

・高齢者と子育て世代など、多世代の交流を促進する契機となった



まちづくり会社「一般社団法人 do-ma」



■医学生・若者による地域の見守り　-シェアハウスをまちに埋め込む-
　　まちづくり会社「一般社団法人 do-ma」の取り組み「ひとも元気に」まちづくり会社 (一社) do-maT
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「ひとも元気に」まちづくり会社 (一社) do-ma
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奈良県橿原市今井町1-3-25
TEL：●●

URL ： https://imaichodoma.wixsite.com/home
Email： imaicho.doma@gmail.com
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■医学生・若者による地域の見守り　-シェアハウスをまちに埋め込む-
　　まちづくり会社「一般社団法人 do-ma」の取り組み



■今井町における住民向け健康増進活動 
　　　「ひとも元気に」　-多世代が健康に生活できる地域へ-

「ひとも元気に」　-多世代が健康に生活できる地域へ-

健康教室の開催

かかりつけ医のいる医療・介護施設と 
測定結果を共有 

→診断の補足資料として活用

医学研究 
　　　　　を推進

会員カードで参加頻度を見える化 
（バーコードシールに測定データを内挿）

空き家のさらなる改修・利活用 
（めまい外来患者のための宿泊施設等を整備） 健康見守り 

実証実験

地域住民と医療介護専門職 
の人々との交流を促進し、 
健康・運動・食育を軸に 
多世代コミュニティを醸成 

健康寿命を延伸

＜今後の展開活用案＞ 
参加するごとに健康ポイントを付与 
貯まった健康ポイントは、で使え、 
健康保険料の割引等も検討 
　　（保険会社と協力） 
電子地域通貨との交換も検討 
　　（地銀・信用金庫と協力） 
　　→地区内の飲食店等で 
　　　使えるようにする

結果を反映

次の世代の医療人を 
地域の中で育てる

→医療ツーリズムの推進

参加者と非参加者それぞれのメタボ、
ロコモ、腸年齢、幸福度などの変化
に加え、地域の活動への参加頻度、
外出頻度などの波及効果などの差異
を分析し、健康教室の有用性を検証

予防・早期発見

住民の康増進を促す

地域経済を活性化する

結果を反映

地域ポイントやマイナンバーカード 
との一体化をめざす

体温測定、出席者名簿管理の効率化




